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英語にあってはどうしてあれほど数というものにこだわるのだろう。人でも
動物でも物でもなんでもかんでも,純粋可算名詞のカテゴリー に入るものなら,






He nies from Tokyo tO LondOn.という文をとりあげてみよう。主語が数
人でも多数でも,単数でさえなければ“nies"は■yである。“nies"にする主
な理由は主語が単数であるのを重ねて明示するためだろう。日本語を母国語に
する者の感覚からすると,He ny from TOkyo tO LondOnでも,主語が単
数なのは紛れようもないのだから,わざわざ“nies"としないでもさしたる不
都合は生じないのではないかと思ってしまう。いうまでもなくこれは英語を母


























いる」は文脈によっては,意味合いがふくらんでA bird all alone is nying。
の意味にもなりうる。一方英文の “A bird is nying."は製図のように客観的
で,文脈によってふくらむことがないのである。


















bird is nying。"は“a bird"の“a"を取ると成りたたない。たとえば日本語の
通例のもの言い「鳥が飛んでいる」を文字通り機械的にa抜きに,語尾の複数

































































いる」とか「鳥がたくさん飛んでいる」を,英語の対応文 “Several birds are








































































と把握する。one nfth,twO nfths,three nfths,four nfthsとぃう具合に。も
のごとすべて可算か否か,単数か複数かを識別するのが自然とする感覚がそこ
にある。一桁の場合はまだよい,三桁になると,たとえば500分の1はone
nve_hundredthで,以下500分の2から500分の499まで,498個の分数す
べてがsを必要とする複数になる。四桁,五桁となるとさらにわずらわしい観
がある。英語の論理性が非合理的になっている一例のように思う。
外国語の習得は母国語とのちがいが大きければ大きいほどむずかしくなる。
日本語の発想にないものは,語彙であれ構文であれ文法であれむずかしいので
ある。Hearing中心の学習法は従来の学習法の欠点をおぎなう面が多々あると
はいえ,必ずしも旧来の方法に勝るとはいえない面があるように思う。語彙で
も文法でも, 日本語の発想に縁遠いもの,存在しないものを,感覚を通してマ
スターするのは不可能に近いのである。そうしたものはまず知的に把握・理解
して, しかるのちいろいろな手立てを講じて習熟していくのが効率的であると
思われる。そして冠詞は日本語にない要素の代表的なものの一つなのである。
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英語の習得の必要性が声高にいわれているが,それは今に始まったことでは
ない。なんのことはない明治維新を迎え日本が世界に門戸を開いたときからい
われてきたことなのだ (「国語は, 日本語を廃して英語に変えるべし」と主張し
た森有礼は初代の文部大臣を務めた当時屈指の教養人の一人であった)。 そして
今に至るほぼ百五十年のあいだに,画期的と喧伝された学習方法がいくたびと
なく世に現れて (今現在も新しいメソッドと称するものがメディアをとおして
盛んに宣伝されているが),時の試練に耐えられず,そのほとんどがあとかたも
なく消えていったのである。
日本語と英語のあいだには容易にはのり越えられない壁がある。二つの言語
の相違は語彙や構文や文法に,そして音声に, まことに顕著である。こうした
相違の拠ってきたる源には,メンタリティや感覚の相違があるといってよい。
そしてこのメンタリテイや感覚の相違に関しては,辞書や文法書のフイールド
の埒外なのである。
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